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本酵素活性は肺 ･胃･小腸 ･大腸 ･肺臓 ･肝臓と共に
大動泳 ･気管･舌 ･脳などに兄い出され,その分科まセ
ロトニソが生理活性を示すと考えられる肱掛こ奴略一致
する｡脳内においては松果体 ･泳結膜･クモ脱に活性が
高い.これら酵素活性発現には共通してメチレン腎及び
アスコルビン酸が必要である｡
本酵素がfnviz)Oで実際に機能しているか否かを調べ
る目的で5-オキシトリプト77ソを腹追内に投与し,24
時間尿における代謝物を分析した｡芳香族アミノ酸脱炭
酸酵素の阻書剤を併用した時,5-オキシト1)ブトフアン
のピロ ルー環開裂物質である5-オキシキヌレニンが有意
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